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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

立元１)は，最上の強度式２)中の定数 k と最大間隙比

maxe に強い相関があることを見出し，この関係を利用し
て砂の dφ を推定できる可能性を示唆している．筆者らも
細粒分 5％以下の自然砂を試料として立元１)と同様の実
験を行い，自然砂での良好な maxe ～ k 関係を得た３)．そ
して，この関係に最上の強度式を組み合わせ，自然砂で
の有効な dφ の推定方法を提案している４)． 
本報告では，自然砂で提案した推定方法の適用範囲の
拡大を目指して，特殊土であるしらすを用いた実験を行
い，有効な dφ の推定式を提案する． 
 
２．撹乱した一次しらすの２．撹乱した一次しらすの２．撹乱した一次しらすの２．撹乱した一次しらすの maxe ～～～～ k 関係関係関係関係    
(１)実験用試料と実験方法 
表－１に示す標準砂及び鹿児島県牧園町産の撹乱し
た一次しらすを粒度調整したものを実験用試料とした．
図－１に実験用試料の粒度分布を示す．三軸(CD)圧縮試
験を行い，次式２)から表－１に示した定数 k を得た． k

は複数の e0から得た平均値であり，表中では kと表記し
ている．なお，本実験においても k は e0の影響を受けな
かった４)． 
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ここに，e0 :初期間隙比，k :強度特性を表す定数である． 
(２)実験結果と考察 
  図－２に標準砂及び撹乱した一次しらすの maxe ～ k

関係を示す．同図より maxe と k には良好な直線関係が認
められた． k に関する単回帰分析を行った結果，その単
回帰式は次式となった． 

k  = 0.473 maxe  + 0.488     (r=0.954)  (2) 

 
３３３３．．．．撹乱した一次しらす撹乱した一次しらす撹乱した一次しらす撹乱した一次しらすのののの dφ の推定方法の推定方法の推定方法の推定方法    
(１) dφ の推定式 
 dφ の推定式は，(1),(2)式より，次式となる． 
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表－１ 実験材料の物理的特性と強度特性 

図－２ 撹乱した一次しらすの maxe ～ k 関係 

図－１ 実験試料の粒度分布 
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(２)推定式の検証 
 三軸(CD)圧縮試験結果から推定式の検証を行う. 
 表－１に示す各しらす試料の maxe と，三軸(CD)圧縮試
験時の e0を(3)式に適用して求めた推定 dφ と実測 dφ の
関係を図－３に示す． 
 図－３をみると，実測 dφ と推定 dφ の相関は高く，最
大で±２度程度のばらつきであり，(3)式の推定精度は
十分実用に供すると言えよう． 
 
４．自然砂との比較４．自然砂との比較４．自然砂との比較４．自然砂との比較    
 ここでは maxe ～ k 関係に着目して，しらすと自然砂と
の比較を行う． 
 図－４に本実験で得られた撹乱一次しらすの maxe ～
k 関係と，筆者らが実施した自然砂３)での maxe ～ k 関係
を合わせて示す．同図より，自然砂も含めて直線的な

maxe ～ k 関係が有ることが分かる．これは，筆者らの提
案する dφ の推定方法において，重要なパラメータ maxe の
有用性を示すものである． 
 
５．おわりに５．おわりに５．おわりに５．おわりに    
 本報告では，撹乱一次しらすの maxe ～ k 関係を基にし
た dφ の推定方法を提案した．室内試験では，提案方法に
よる dφ の推定精度は十分なことが検証され，筆者らの提
案する推定方法の撹乱一次しらすへの適用が確認された．
本推定方法は例えば一次しらすを用いた盛土の dφ の推
定への利用等が考えられる．ただし，本推定方法は細粒
分 5％以下の試料を用いて得られたものであり，注意が
必要である．今後は，本提案法の一次しらす地盤への適
用性を検証する予定である．原地盤の一次しらすは一般
に細粒分を10％以上含み，また土粒子の密度が著しく異
なる軽石を含有する。これらの物性や含有量等が dφ に及
ぼす影響が問題となろう． 
 なお，本提案法の一次しらす地盤への適用にあたって
は，原位置の密度測定が必要となる．密度測定方法とし
ては二重管式標準貫入試験器５)による安価なサンプリン
グを考えている．この密度測定法と本提案法を併用して
地盤内の強度分布を精度良く把握できれば，建設コスト
の縮減に貢献できよう． 
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図－３ 実測 dφ  ～ 推定 dφ 関係 

図－４ 自然砂も含めた maxe ～ k 関係 
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